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菊陽町地域公共交通ネットワーク計画（素案）に対するパブリック・コメント（意見

募集）の結果について 

 
菊陽町地域公共交通会議 

 
「菊陽町地域公共交通ネットワーク計画（素案）」に対するパブリック・コメント

においては、住民の皆様から多くの貴重なご意見をお寄せいただき、誠にありがとう

ございました。 
いただいたご意見に対する当会議の考え方を取りまとめましたので、公表します。 
なお、ご意見の一部については、趣旨を損なわない範囲で要約させていただきまし

た。 
 

今回のパブリック・コメントは、平成２５年４月１日施行の「菊陽町町民

参画・協働推進条例」の趣旨に基づき実施しました。本条例においては、町

民参画の手続きができるものを町民としており、今回ご提出いただいた町外

の方からの意見については、参考として文末に掲載します。 
 
１ 意見を募集した期間 

平成２４年１２月２８日から平成２５年１月２５日 
 
２ 計画素案についてのご意見の提出状況 

（１）提出人数       ６人 
（２）意見の件数     １８件 
（３）町外の方からの意見  ３人（参考） 
 
３ 提出されたご意見に対する対応内容の件数 

（対応内訳） 
対応 内  容 件数 
１ 当該意見を踏まえて素案の修正又は追加を検討するもの ０ 
２ すでに意見の趣旨、考え方を盛り込んでいる、あるいは同種の記載

をしているもの 
３ 

３ 当会議としての考え方をご説明し、ご理解いただくもの ７ 
４ 計画案には盛り込まないが、今後の参考とするもの ７ 
５ 計画素案に対する意見ではないが、意見として伺ったもの １ 
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４ 計画素案に関するパブリック・コメントでの意見及び意見に対する考え方 

番号 意見の概要 意見に対する考え方 対応 
巡回バスの運行目的に関する意見 
１ 「菊陽町地域公共交通ネット

ワーク計画」「菊陽町における地

域公共交通の現状と課題」に記載

されているような、役場、サンフ

レア、図書館への移動や他の交通

機関への乗り継ぎの利便などを

目的とするならば、巡回バスの設

定は不必要です。 

菊陽町の公共交通では、町を東

西に移動するための路線は複数

用意されていますが、南北の移動

を支える路線は町内巡回バス以

外ありません。住宅地から役場や

さんふれあ、図書館といった公共

施設やその他の商業施設等にア

クセスするためには南北の移動

が不可欠であり、民間事業者によ

る公共交通の提供がなされない

以上、住民の生活を支える最低限

の公共交通を提供するのは、行政

の責務であると考えています。 

３ 

現状の分析結果について 
２ 全世帯アンケートについては、

業者に依頼して、当初から現行巡

回バスを継続することを前提と

した内容のアンケートであり、現

状は殆ど乗っていないにもかか

わらず、いかにも多数の町民が利

用しているかのような結果は信

頼出来ない状況でしょう。 

昨年１月に実施したアンケー

ト調査は、町民の皆様の公共交通

に関わる生活実態と意向を調査

したものです。生活実態を分析す

ることで、生活をより便利にする

公共交通のあり方を検討するた

め、実施しました。全体の回収数

は 4,393件（回収率 30.3%）で、
１万部以上を配布したアンケー

ト調査としては良好な回収結果

となっています。具体的には、信

頼度としては 95％が確保されて
おり、回答の間違いの可能性は

５％以内であるという結果です。 
調査では、町内巡回バスの利用

者について、回答者全体の１割程

度しか利用経験がみられません

でしたが、車を自由に使えない方

に限ってみると３割の方に利用

経験があることなど貴重なデー

タを収集することができました。 

３ 
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３ 各地区における意見交換会、買

い物客の意見を全町民の意見か

のように表現することは極めて

不謹慎と言わざるを得ません。 

一般的な社会調査を行う上で、

アンケート等の回答数としては

400 サンプルを超えると十分信
頼性が高いものが得られるとさ

れています。今回の調査において

は、意見交換会で 193名、施設ヒ
アリングで 400 名の意見を収集
していることから、十分信頼性の

高い結果が得られたと考えてい

ます。 

３ 

見直しの基本方針・主な施策について 
４ 見直しの基本方針の中にある

交通弱者（車を自由に使えない

人）の移動手段の確保という点に

賛成です。 

交通弱者（車を自由に使えない

人）の移動手段の確保を前提に、

より多くの町民の皆様にとって

使いやすい公共交通とすること

を目指します。 

２ 

５ ここでは「現状の課題」には表

現されていない「交通弱者」が標

榜されていますが何故ですか、ま

た、交通弱者とは具体的にどのよ

うな状態にある人を指すのです

か？見直しの最も重要な事項で

すから、だれにでもはっきり判る

言葉で明確に表現しなければな

りません。 

パブリック・コメント資料２ペ

ージの「現状と課題」は本町の地

域公共交通の現状と課題を分析

したものです。 
今回の見直しにおいては、資料

にもあるように「交通弱者」を「車

を自由に使えない人」としていま

す。都会と異なり車中心社会であ

る地方においては、公共交通で行

政が支える第一義的な対象者と

考えています。 

３ 

６ 現状と比べて・・とありますが

具体的にはどのようなことです

か？これでは全然判りません。町

民に判る現状は利用者も殆どな

く、どうしようもない状況ですか

ら比較のしようもないというの

が偽りのない気持ちでしょう。 

町内の公共交通全体のことを

指しています。 
町内巡回バス、一般路線バス、

ＪＲそれぞれが独自でダイヤと

ルートを定め運行しています。利

用者の利便性の向上のためには、

それらの連携やネットワーク化

（たとえば乗り継ぎがしやすく

なるダイヤ設定）が必要だと考え

ています。 

３ 
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７ ここで問題なのは、全町民を対

象にしているので、本来の趣旨と

は全く別なものになっているの

で意見の対象外と考えます。 

車を自由に使えない「交通弱

者」とそれ以外のアンケート調査

結果には大幅な差異が認められ

なかったことから、ルートや運行

時間等については「交通弱者」の

移動手段の確保を前提としつつ、

利便性向上策や利用促進策など

については幅広く展開すること

で、町民全体の利用促進を図って

いくものです。 

３ 

バスサービスに関する意見 
８ 向陽台線は毎日運行にしてほ

しい（せめて運休日は「さんふれ

あ」が休みの火曜日だけ） 

今回のパブリック・コメントの

意見や住民アンケート、住民意見

交換会で出された意見を基に、需

要と供給、財政負担のバランスを

考え、運行日数や運行回数などを

調整します。 

４ 

９ 私は、月曜日と木曜日に新成区

の公園よりさんふれあまでバス

を利用させていただいておりま

すが、いつも思うことですが、も

う１回増便を（週３回）望んでい

るのですが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

今回のパブリック・コメントの

意見や住民アンケート、住民意見

交換会で出された意見を基に、需

要と供給、財政負担のバランスを

考え、運行日数や運行回数などを

調整します。 

４ 

１０ ＴＯ熊カードでの乗車を認め

てほしい。 
ＴＯ熊カードは導入から１５

年以上が経ち、新規の導入が難し

い状況です。しかし、定額フリー

パスや回数券などを用意して利

便性を向上させることを考えて

います。 

３ 

バスルートに関する意見 
１１ 光の森団地内の停留所を増や

してはどうか。 
今回のパブリック・コメントの

意見や住民アンケート、住民意見

交換会で出された意見を基に、需

要と供給、財政負担のバランスを

考え、バス停の設置（運行ルート）

を調整します。 

４ 
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１２ 「ニュータウン入口」のバス停

を自宅前の歩道に立てることに

賛成する。 

今回のパブリック・コメントの

意見や住民アンケート、住民意見

交換会で出された意見を基に、需

要と供給、財政負担のバランスを

考え、バス停の設置（運行ルート）

を調整します。 

４ 

１３ ＪＲ光の森駅に乗り入れてほ

しい。 
見直しの基本方針に掲げた「ネ

ットワーク化」とは、バスやＪＲ

など公共交通サービス同士が結

節して使いやすくなることを指

しています。当駅への乗り入れに

ついては、先方とも協議しながら

進めていきます。 

２ 

１４ 巡回バスに、病院や歯科医院を

中心とした路線を 1つ作っていた
だけないでしょうか。 

本町の医療機関は町内に広く

点在し、利用曜日や時間が患者さ

んによってまちまちであること

から、医療機関を中心とした路線

を作ることは難しい状況ですが、

見直しの基本方針にあるように、

「通院にも配慮」したいと考えて

います。 

２ 

車両に関する意見 
１５ 車椅子利用者も、乗れるバスに

していただけないでしょうか。熊

本都市バスなどで、使用されてい

る小型ノンステップバス「日野ポ

ンチョ」が、都市の巡回バスに向

いていて、車椅子利用者にも対応

可能でステップがなく高齢者に

も乗り降りしやすいものです。菊

陽町の巡回バスにも投入してほ

しいです。しかし、車両価格が

1500～1600 万円ほどと高価なの
で、中古のリフトつきマイクロバ

スを導入できないでしょうか。 
利用が少ない地域もリフトつ

きワゴン車にて運行。これも、中

古車両を導入できないでしょう

車両導入の際の参考とさせて

いただきます。 
４ 
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か。 
１６ 先日、NHK で全国各地での、

要援護者を対象とした施策の現

状が紹介されましたが、多くの自

治体で独自の工夫と努力により

素晴らしい成果をあげています、

車はハイエースをデマンドバス

として、乗車料金は無料、停車場

は 480カ所でどの家からも 200m
以内にあり、予約制で下車したと

きに予約すれば希望の停車場で

乗車出来る、バスのステップは既

製のステップの下に 1段付加して
ある等々、成果の一端として、高

齢者の外出が増して、健康体操場

等にも参加者が増えたなどと紹

介されていました。 
我が町も、それに負けないよう

町民が結束努力するような施策

を進めていただくことをお願い

いたします。 

車両導入の際の参考とさせて

いただきます。 
４ 

その他の意見 
１７ 時々利用さして戴き感謝して

います。乗客の少ない時とても気

の毒です。町の計画はすばらしい

と思います。 

ご利用いただきありがとうご

ざいます。より多くの皆様にご利

用いただけるよう、今回の見直し

をしているところです。 

５ 

１８ 巡回バス運行の目的を明確に

設定すべきでしょう。 
単に一般町民の利便を向上す

ることが目的ならば、町の貴重な

財源を無駄に使う必要はありま

せん。 
しかしながら、病気、要介護、

老齢、一人暮らしの高齢者、身障

者など、自分の意志に反して行動

できない人、このような状況にあ

る人々も出来る限り自己の意志

に従って動けるような施策の一

町内巡回バスは、公共交通で

す。 
民間事業者による公共交通が

提供されていない町内の南北の

移動を支えるため、すなわち住宅

地と公共施設、主な商業施設等を

結ぶために、最低限ではあります

が、広く町民の生活の足となるべ

く運行しています。 
これは、菊陽町が目指す「生活

都市」としての機能を充実させる

ための「まちづくり」の手段です。 

４ 
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環として車両での支援を前提と

すれば、今回の見直しとは全く異

なる施策になるでしょう。 

ご提案いただいたような支援

のあり方については、公共交通で

はなく、そのような方々を対象と

した別のシステムが必要だと考

えています。 
 
 
 
５ 参考（町外の方からの意見） 

番号 意見の概要 意見に対する考え方 対応 
１ 熊本市東部に住んでおり菊陽

町にはショッピングや外食など

多々お世話になっております。 
ただし、熊本から菊陽に直通便

がありません。 
マイカーで来る人々は東バイ

パスから菊陽バイパスや光の森

方面にいきますよね。同じように

熊本市内から東バイパスを通り

菊陽まで行けるルートを作って

ください。（本当は直通便がいい

けど乗り継ぎでも可） 
さらにそれを広報してくださ

い。 

菊陽町の施設等を積極的にご

利用いただきありがとうござい

ます。 
現在、ご要望のような路線につ

いては、交通センターから県庁・

東バイパスを経由して武蔵ヶ丘

車庫を終点とする一般路線バス

が九州産交バスにより運行され

ています。光の森方面や大津方面

については、途中で乗り換えるこ

とになります。 
詳細は最寄りのバス停や事業

者のホームページなどでご確認

いただきますようお願いします。 

５ 

２ 菊陽町の循環バス拡充計画は

なかなかだと思います。ただ、運

行本数が週２本以上って言うの

は少なく、火曜日の運行を含めて

増便してもらいたい。 
ただ、このような運行を行った

としても、乗務員の態度や車内の

環境が悪ければどうにもならな

い。最近、菊陽町を走る路線バス

において、運転手及びその営業所

の、利用者に対する接客・態度が

非常に悪くなった。また、外から

車内が覗けない程の高濃度スモ

ークフィルムを貼ってある車両

運行計画は、週２日以上で、１

日４便以上としています。現在運

休している火曜日の取扱いにつ

いても、今後検討していく予定と

しています。 
また、事業者に対するご意見に

ついては、事業者へ伝えさせてい

ただきます。 

４ 
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を見かけることが多くなった。後

者は経費削減のひとつかも知れ

ないが、男性でも安心して利用で

きないし、前者のことがあれば尚

更だ。循環バスの運行を担当する

事業者には、みんなが安心して利

用できる環境を強く求めるべき

である。 
３ ・三里木駅から乗り継いでさんさ

んの湯に行っています。 
・月曜・木曜の便は、本数が多い

ので助かります。武蔵ヶ丘方面

（向陽台線）では、肥後銀行光

の森支店の前にバス停がほし

い。 
・水曜・金曜の便では、もっと本

数を増やしてほしい。 
・乗り継ぎ時間を減らせるように

してほしい。南方線の帰り便を

三里木駅前で乗り換えるとき、

２０分ほど待っている。１５分

程度にしてほしい。 
・土日祭日も運行してほしい。 
・木曜日の道明線で、午前中に病

院に向かう便がほしい。 

日頃から町内巡回バスをご利

用いただきありがとうございま

す。 
いただいたご意見は具体的な

運行に関するものであり、今後の

参考とさせていただきます。 

４ 

 


